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新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業実施要綱の一部改正について 

 

 

標記事業につきましては、市町村及び特別区が実施するがん検診（胃がん、子宮頸

がん、肺がん、乳がん、大腸がん）の受診を促進し、がんの早期発見につなげること

により、がんによる死亡者の減少を図ることを目的として、実施されているところで

あります。 

 

今般、「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業実施要綱」の一部が改正さ

れ、厚生労働省健康・生活衛生局長より各都道府県知事、指定都市市長および中核市

市長及び市区町村長宛て通知がなされ、本会にも別添のとおり協力方依頼がありまし

た。 

 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会管下郡市

区医師会等に対する周知ならびに行政からの依頼への協力等について、ご高配のほど

よろしくお願い申し上げます。 

 



 

健生発０３２５第１３号 

令和６年３月２５日 

 

 

 

 公益社団法人日本医師会長 殿 
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新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業実施要綱の一部改正に 

ついて（協力依頼） 

 

 

我が国において、がんは昭和 56 年から死亡原因の第１位であるとともに、生涯

のうちに約２人に１人が罹患すると推計されております。しかしながら、診断と治

療の進歩により、早期発見、早期治療が可能となってきていることから、がんによ

る死亡者数を減少させるためには、がん検診の受診率向上、がんの早期発見が極め

て重要であることに鑑み、地方交付税措置されているがん検診事業に加え、標記事

業が「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業の実施について」（平成３

０年３月２８日健発第０３２８第２０号厚生労働省健康局長通知）の別紙「新たな

ステージに入ったがん検診の総合支援事業実施要綱」（以下「実施要綱」とい

う。）により行われているところです。 

今般、別添写しのとおり、実施要綱の一部を改正し、各都道府県知事、指定都市

市長、中核市市長及び市区町村長宛てに通知しました。 

貴会におかれましても、本事業の趣旨についてご理解いただき、検診対象者の受

診機会の拡充を図るなど、特段のご配慮をお願いします。 






































